
 

あっという間の１学期でした。気持ちを切り替えて夏休みを迎えましょう。 

上級学校の生活をイメージできるように、７月１４日（金）に高校の先生方による出前授業を実施しました。また、

東京都教育委員会からの配布物として、「令和６年度 東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ」を配布済み

です。上級学校の種類や入試制度を確認することができますので、ご家庭でもぜひじっくりとご覧ください。志望校を決め

るまで、そしてその実現までに行うさまざまな進路学習を通して、「卒業後」のビジョンを具体化していきましょう。 
 

進路に関する夏休み中の動き 

１ 三者面談 ７月２１日～７月３１日（各クラスにより日程が異なります） 

・第１回進路希望調査をもとに、卒業後の進路の大まかなイメージをつかむことが目的です。具体的な学校名が出て

いる場合は、ぜひ面談で志望理由を聞かせてください。第２回進路希望調査は、８月２５日（金）に配付を予

定しています。 

・進路相談は学年で対応しています。担任との話で疑問がでてきた場合や，時間の関係で説明が不十分となってし

まった場合は，後日、学年で相談し、担任から伝えます。 

２ 学校説明会について 

・高校訪問シートを夏休みの宿題として出しています。志望校を決めるためにも、学校説明会や見学会に積極的に

参加し、情報をまとめておきましょう。 

⇒気になる学校は積極的に訪問しましょう。 

・「生徒が一人で」または「生徒と保護者」で行くように。見学はできるだけ親子で行くことをお勧めします。 

⇒保護者の視点で学校を見学することも大切です。（費用，入試制度，卒業後の進路…） 

・部活動体験，授業体験などは学校からの事前申し込みが必要なものが多いので注意してください。 

⇒タブレットのクラスルーム「令和５年度 第３学年」でも、高校からの案内を配布しています。高校への電話，

ＨＰなどで各自確認しましょう。 

※注意…友だち同士付き合いで見学に行くようなことはやめましょう。遊び半分になってしまい、高校の先生に注意を

受けた中学生もいます。また、受験する場合の交通ルートの確認という意味もありますので、公共交通機関

を利用し、自転車は使用しないようにしましょう。 

その他 ２学期に向けた準備として 

１ 各教科の提出物 

期限を守るのが大前提。期限を守れるように計画的に学習を進めてください。 

２ 第２回到達度テスト 

次回は、９月４日（月）です。夏休みの学習の成果を確かめるよい機会です。夏休み中に 1・2 年生時の復

習を行い、既習事項をしっかりと身につけましょう。苦手科目がある人は特に重点的に時間をかけ、わかるまで取り組

みましょう。少なく見積もっても午前中に３時間、お昼を食べて午後３時間、夜に２時間と計算すれば、最低でも

８時間は学習にあてられます。今まで家庭学習の習慣がついていない人がいきなり８時間は難しいですが、最初は

少ない時間でもいいです。生活のリズムや環境を整えて、少しずつ時間を伸ばして、計画的に過ごしましょう。継続は

力なりです。 
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「検定」と「受験」 

 １学期に、第１回目の英検と漢検、数検が実施されています。検定は合格しないと資格として認められません。「あと

１点足りなかった」だけでも不合格は不合格。せっかく受検するならしっかり資格を取得したいものです。受けようかなと思

っている人は、２学期の各検定の日時を調べ、計画的に取り組み、合格目指してがんばりましょう。 

検定について多く寄せられる質問が「英検・漢検・数検の級を取得していると本当に受験に有利なの？」というもので

す。そこで、入試の際に検定の級がどのように扱われるか整理しておきたいと思います。 

① 級を取得していると、何級であっても資格として調査書に記載することができます。 

都立高校用の調査書には「諸活動の記録」という欄があります。ここには生徒会活動、係活動、部活動などの校内

での活動はもちろん、外部の団体で活躍したことなども記載することができます。検定の級を取得していることもここに記

載することができます。調査書に記載するためには合格証を確認する必要がありますので，大切に保管しておいてく

ださい。ただし，都立高校の場合は，検定の級を持っているからといって調査書点が△点加点される、という優遇処

置はありません。 

② 私立推薦制度・併願優遇制度を利用する場合に、加点が認められる高校もあります。 

私立高校の推薦制度や併願優遇制度を利用する場合は、学校の成績に対する基準が提示されています。たとえ

ば、ある学校では、以下のように提示されています。 

 

つまり、５科素点合計が１５であっても、英検３級を取得していれば基準を満たしているとみなされ、推薦制度・優

遇制度が利用できるわけです（最近は基準が厳しくなってきており、準２級以上でないと優遇されない学校も増加し

ています）。ただし、「すべての私立高校でこのような優遇措置を設けているわけではない」という点には注意してくださ

い。私立高校によって異なりますので、学校説明会に参加して、必ず確認するようにしてください。なお、こうした制度の

利用については、具体的な志望校が絞られてきたら、担任の先生に相談してください。先の質問に戻ると、「検定の級

を取得していたので優遇制度が使えた」ということもありますが、何より学校の勉強が一番なのは当たり前。そして、自

分の適性や目標を考えながら志望校を選ぶことが大切です。やるべきことの優先順位は間違えないようにしましょう。 

三者面談に向けて 

①将来のことについて自分の考えをまとめておく。②今の自分を振り返り、家庭でよく話し合っておく。 

家庭学習の時間は？ 

（○をつけよう） 

平日 ～30 分  ～１時間  ～１時間 30 分  ～２時間  ２時間以上 

休日 ～30 分  ～１時間  ～１時間 30 分  ～２時間  ２時間以上 

家庭学習の内容は？ 

（チェックしよう） 

□予習 □復習 □受験（受検）のための勉強 □宿題だけしている 

□ほとんどしていない 

夏休みの目標・計画は？ 立てている ・ まだ立てていない 

希望する高校は？  

高校選びで重視する 

ポイントは？ 

学習 

□ 学科・コース 

□ カリキュラム 

□ 重点的に学べる教科 

□ 進路指導 

□ 就職率・就職実績 

□ 進学率・進学実績 

□ 大学入試の推薦枠 

□ その他 

 （           ） 

行事など 

□ 部活動 

□ 体育祭 

□ 文化祭 

□ 生徒会活動 

□ 地域貢献活動 

□ 修学旅行 

□ 職業体験 

□ ホームステイや留学 

□ その他（      ） 

環境、その他 

□ 先生や在校生の雰囲気 

□ 共学化男女別学か 

□ 授業料などの費用 

□ 奨学金制度 

□ 通学手段・通学時間 

□ 学校の周囲の環境 

□ 校舎などの設備 

□ 制服・校則 

□ その他（      ） 

 

５科素点合計 １６以上であること。 

ただし，英検または漢検３級以上を取得している場合は最大１点まで加点する。 


